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医薬プロセスケミスト・メディシナルケミストに必読の書 
 

プロセス化学は，有機合成化学と実生産をつなぐ重要なサイエンスである．特に医薬品の場合は，現在製造

規制の世界的な標準化もあって，急成長している分野である．その関連する分野は有機合成化学を中心として，

分離技術，分析科学，化学工学，環境科学，製剤学，法規制，知的財産など多岐にわたり，周辺科学と情報を授

受・共有し切磋琢磨しながら一日でも早く素晴らしい医薬を病める人々に提供するために努力している. 

本書は，そのような研究・開発に携わる企業の方々，プロセス化学に関心のある大学人・学生などを対象に，

医薬品プロセス化学の全分野にわたって最新の成果を解説したものである．著者はいずれも有機合成化学やプ

ロセス化学においてトップクラスの方々で，欧米の医薬品トップメーカーの研究者を含め，その多くは日本プロセ

ス化学会主催の国際シンポジウム等で招待講演をされておられる． 

まず冒頭で、「ミリグラムからトンへ」というタイトルで，創薬化学で見出された小スケールでの製法を工業的な

生産方法にスケールアップする醍醐味を実例で示しながら紹介し，ついで将来プロセス化学において採用される

と思われる，縮合反応に有用な塩触媒，不斉酸化，選択的還元，ケイ素を基盤とする炭素―炭素結合形成など，

基礎的かつ革新的方法について論述する．これに続いて還元的アミノ化，フッ素化合物の合成，工業的に使用さ

れている生体触媒を解説し，さらにアントラサイクリン系抗ガン薬，抗HIV薬，酵素阻害薬，カルバペネム系医薬な

ど個々の注目すべき原薬の工業的製法を紹介し，また成長著しい中国における原薬生産法について述べる．次

いで最新のフロー合成，酵素の工業的使用例，新しい医薬候補として注目されているRNAオリゴマーの合成を解

説する．そして爆発を伴う反応の扱い方，光学分割，結晶多形，生体膜の活用，プロセス化学における化学工学

的手法，安全性に関わる事項などについて詳述している． 

本書は以上のように有機合成化学だけではなく，プロセス化学の多面的要素を取り入れ，医薬品プロセス化

学全般に渉って最新の成果を解説しており，これまでに類を見ない構成となっている．そして医薬品のプロセスケ

ミストのみならず，メディシナルケミストやファインケミカルズのプロセスケミストにとっても興味が尽きない内容が

満載であり，有機合成化学者に広く推薦したい． 
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